











いう考え方がある。一方で、206 年  月 9 日、ユネスコ・アジア文化センターに
よる文化遺産国際セミナー「造替の文化と世界遺産」では、世界遺産に登録されて
いる春日大社の式年造替と、世界遺産に登録されていない伊勢神宮の遷宮について、























とが重要なのかを説明するにあたり、ICCROM（International Center for the Study 




















































あてられる patrimoine という 2 つの単語は掲載されておらず、代わりに建築専門
用語についての詳しい解説が図版とともに紹介されている。特に、彼の主要業績の
一つである修復 restauration 4 については「（この言葉は）新しい言葉である」と
いう文章から書き始め、多くのページを割いて解説をしている。このことは、文化











の保存修復に関する、通称ヴェニス憲章 Venice Charter 7」の制定や、更に、その

































（International Council on Monuments and Site）があり、この組織には、国際記念
物遺跡会議という訳語があてられている 24。
　ICCROM 在職中にユッカ・ヨキレットが、ヨーク大学で執筆したヨーロッパ建
築物の保存の歴史についての博士論文 25 中、monument という単語は、実に 272
回使用され、歴史的な建築や、文化遺産、文化財についての他の単語と比較して





す単語μνημετον（記憶 mneme に由来する）は、記憶すなわち「記念 memorial」
に関連している一方、ラテン語におけるその単語 monumentum（moneo に由来す
る）は、政治的・道徳的意味合いを含む言葉であり、それを見るものに対し統治者


















　日本は、ICCROM に 967 年に加盟し、2003 年の時点では、アメリカに次いで
第 2 位の分担金出仕国で全体の約 20%を分担していることでも存在感を発揮して
いたようだが 29、専門家の派遣も盛んであった。969 年、保存科学の専門家であ

























てみると、世界遺産条約「第  章文化遺産及び自然遺産の定義」第  条 32 で、定






















れる。文化遺産を le patrimoine culturel（英語では cultural heritage）という


















































national Institute for Conservation of Historic and Artistic Works 国際文化財
保存学会）の定期刊行物 Study in Conservation（978〜2002 年）に発表さ
れた約 600 の論文を参照したが、美術と考古遺物、つまり動産に関する用語
が多く、建造物や世界遺産のような不動産に関するものは少ない 5。
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　６　ユッカ・ヨキレット著『建築遺産の保存　その歴史と現在』秋枝ユミ イザベル訳 益田兼房 監修, アルヒー
フ, 2005年
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